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質問の件名及び質問の要旨(質問時間) 答弁を求める者 

１   基礎学力の重要性について（40 分） 

 「三つ子の魂百まで」と（幼い時に形成された性格は老年期にな

っても変わらない）ということのたとえと、少し似ていると思いま

すが、低学年のうちに身に付けた基礎学力も同様に変わらずに基礎

的学力となって行きます。 

 しかしながら、学校教育制度の中では基礎学力が十分に身に付か

ぬうちに進級を迎えることも有ります。その場合、進級のたびに更

に高度になる勉強に容易に理解が進まず、分からない、分からない

から勉強がつまらないものとなり、ひいては向上意欲の欠落をも懸

念されます。今後の本市の学力向上にも大いに関係がある事柄とし

て以下、質問を致します。 

 

 

（1）学力向上のための重要事項は 

 

 

（2）個人の潜在能力の引き出し方は 

 

 

（3）基礎学力を伸ばすための方策は 

 

 

（4）小学校低学年のうちに身に付けるべき基礎的学力の補習授業

等の成果は（放課後保育事業、のびのび算数教室）など 

 

 

（5）貧困家庭の子どもへの学力補修支援は 
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